



























 （紋別） ・ 「釧路演劇集団」
（釧路） ・ 「みずなら」 （斜里） 。
札幌からは「座れら」 「新

















演出「寿歌」 ・九月演劇祭 は、安念智康作・演出「とど山第三分教場パートⅢ―ヨッコ 場合」一時間バージョン。ども興行では、ユニット 参加。市内外のたくさんの方々にお世話になり、積み重ねた一年でした。
昨年の印象深い舞台は、六月のポーランド協会の尾
形芳秀作・斎藤征義演出＊詩劇・ピウスツキー「ポーランド・サハリン・愛と死」 。八月 一二月の二回、市内のろう者の方が主催企画の 目で聴くライブ」 （大阪から） 。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊二〇一八年は、安念智康 ライフワーク「トド山第
三分教場」 シリーズ 新 上演を四月に予定しています。　　　
三七年目のどもⅣは、ふるさと江別のこの街を野幌
駅裏・高砂町二回・条町目と三回四か所引っ越して、この街の源流「条丁目」と地元の人が呼ぶ元郵便局 レンガの建物に巣くって早一二年。
今年は主催の安念は七〇歳・・・。ヒヨドリが雪の中で囀っている・・。節分も近い・・。陽射しは春遠からじと伝えている。海を越え、知らない街の老若男女思想信条の違いを
超え人の群れる、芝居小屋に身を沈めて、心を揺らせてみたいと妄想に駆られています。留守を任せて、実現させるのが今年 夢です。
旅の一座に憧れてここまで歩いて来た私たち、 「もう
ひと踏ん張り！」周りの力を借りながら前に進んでいこうと思います。
今年もよろしくお願いします。原稿依頼感謝します。
二〇一八．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
劇団海鳴り「これからごはん」
しろたにまもる　腹話術
